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2.2 1970 年代後半-80 年代前半：シンガーソングライターの活用


















































































トワークで生じる実行問題を解決できるため、優れた創造性を発揮できる（Fleming et al,2007; Lingo &





限界として指摘できる（Ahuja et al., 2012）。アクターのパフォーマンスは静態的なネットワーク構造
のみで説明できるわけではない。時間経過によってネットワーク構造から得られる効果、パートナーの相
性が変化しうるうえ、自らの埋め込まれているネットワーク構造に応じて相対的に異質性の価値が異なる
からである（Baum et al., 2012; Skilton & Dooley, 2010; Soda et al., 2004）。それゆえ、先に説明
した遠隔的ネットワークの入れ替えや近接的ネットワークにおける協働パートナーの入れ替えといった





る（Gulati et al., 2012; Knoke, 2009; Sytch et al., 2012; Sytch & Tatarynowicz, 2014）。凝集的
なネットワークを意味するコミュニティは、その中で類似した知識や情報を共有しやすい（Burt, 1992;
Coleman, 1988）。これを考慮すると、コミュニティを単位とし、コミュニティ間のネットワークを分析

















と（例えば、Caves, 2000; Hirsh, 1972）、「芸術性と商業性の同時追求」が求められる（例えば、Lampel
et al., 2000）。高い需要の不確実性を削減するために、プロジェクトの特性に応じて柔軟にクリエイタ


















































の移転である（Zhao & Anand, 2009, 2013）。異なるコミュニティが単一のコミュニティへと融合するこ
とで、個別のアクターが保有する個別知だけでなく、融合前のコミュニティで共有されていた集団知が移
転される。もう一つは異質な知識の統合である。コミュニティごとに保有する知識が融合のプロセスを通




う信頼関係の喪失すること（Coleman, 1988; Stefano et al., 2014）、もう一つは多様な価値観が統合
せず、併存してしまうこと（Bechky, 2003, Dougherty, 1992; Van Der Vegt & Bunderson, 2005）、最
後は吸収すべき知識が多様になりすぎ、情報のオーバーロードが起こることである（Edwards, 2001;
















起きるパターンである。これはコミュニティ外に経済的機会を発見していない可能性（Greve et al., 2013）、































する 1970 年代から 2000 年代にかけて、どのように変化していったかを定性的に分析している。
対象期間の歴史を辿っていくと、ヒット楽曲の創出に向けてプロジェクトで活用されるクリエイターの
タイプごとに次の四つの時期に分けることができる。（１）1960-70 年代前半のフリー作家の活用時期、
































した方が多様な知識を円滑に統合しやすいからである（Taylor & Greve, 2006）。逆に、仲介ポジション
を通じて多様な知識を獲得できるメンバーが多数集まってアイデアを創造しようとしても、プロジェクト















（Clark & Fujimoto, 1991）。しかし、過度なオーバーラップは、新たな視点が得られなくなるため、創
造性に不可欠な建設的コンフリクトが生まれにくくなる（Harvey, 2014; Stark, 2009; Verdes & Stark,
2010）。よって、アイデア創造と実現のメンバーが中程度オーバーラップする際に、円滑なコーディネー
ションが実現されるとともに、アイデア創造時とは異なるメンバーによって新たな視点がプロジェクトに
持ち込まれる（Perreti & Negro, 2007）。
以上の議論から、異なるワークプロセスを担うメンバーが全体のうち中程度オーバーラップする際にプ
ロジェクトのパフォーマンスが最も高まるという仮説が導出された。
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